
　　　　　ネルヴ・アノレとダンテ

～rオーレリア』におけるr新生』とr神曲』～
　　　　　　　　　　　（下）

藤　谷　道　夫

6．肴前の変容と象徴1

　前号では，ダンテの『新生』から『神曲』への歩みを，ネルヴァルのrオー

レリア』の中で辿りながら，両者の構成の共通点を見い出し，次に，Vita

nuOVaを基軸として両詩人の関係を結びつけ考察してきたが，新たにこの

章では，ベアトリーチェが『新生』から『神曲』へと抽象化圃象徴化され

てゆく過程をオーレリアの名前の変容において辿ってみたい。オーレリア

がどのような呼び名で記述され，どのように比口愈されるか，その変化をベ

アトリーチェのイメージの変化とともに辿ることによって，オーレリアの

もつ内的イメージとその意味が，より鮮明に照らし出されると考えるから

である。また，そのつど『神曲』の表現との比較を交えていこうと思う。

　まず最初に，両詩人の女性描写の共通点を挙げておこう。とりわけ，特

徴的な点は，ネルヴァルがオーレリアを描写する際，彼女の姿かたちといっ

た具体的な特徴が描かれないという点である。いわゆる近代文学一般に見

うけられる女性の外観や容姿の描写二また女性の心理描写は，この作品に

おいては皆無と言ってよい。もし仮りにオーレリアに対する記述を探した

としても，われわれはle　regard　profond　et　triste《深く悲しい眼差し》

といった表現しか見い出せないであろう。『オーレリア』全体は，主人公

のモノローグ小説であり，オーレリアは主人公の感じとった内的イメー

ジでしかない。これと同様に，ダンテのベアトリーチェにおいても，その

女性が有する物的曲肉体的な特徴の一切が描かれない。ダンテの地上にお
　　　　　　　　　うつしみ
ける愛の象徴である現世の『新生』ベアトリーチェは，時とともにますま

す地上性の衣を脱ぎ捨て神の恩寵そのものへと変容してゆき，『神曲』に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　アモーレ
至っては，天女となり，神学の代弁者㊥慢”もしくはu神の仲介者”と
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いった一切の地上性を失った抽象的な存在に変ずる。内的イメージのこの

変貌は，『オーレリア』においてもあてはまる。初稿から決定稿へ，そし

て決定稿『オーレリア』第！部から第2部へと移る際のオーレリアの変貌

はそれをよく物語っている。ここにも両詩人の共通する志向をわれわれは

読みとることができる。

　それでは，以下それを具体的に追ってみよう。

　『オーレリア』第1部において，《彼女》という表現は別として，オー

レリアという名で呼ばれることは9回あるが，第2部においては2度ばふ

りであり，はっきりと明示されるのは工度限りである。その他，オーレリ

アは，《彼女》もしくは《キリスト教徒の女》といった摘象的な言い回し

で表わされるのみである。

li〕＜初稿から決定稿＞

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ムα〃加θ伽o肋〃etait　ceue　que　je　nom㎜erai　desormais　Au－

r6he．　　　　　　　　　　　　　　（Premiさre　version，Page．4工7、）

1eSdOigtSmi馴㎝Sdeジ00加6θ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　（P「emiere　version，page．422．）

初稿『オーレリア』において，彼女は《歌の女王》であり，《女優》で

ある《オーレリー》と明確に位置付けがなされているのに対して決定稿

『オーレリア』では，次のように変わっている。

　　　　　　　　　　　　　　’一Une　dame　que　j’avais　aimee　lon節emps　et　que　j’apPe1玉erai　du

　　　　　lnom　d’Aurelia，（I．1．page．359）

　即ち，《歌の女王》という形容辞が脱落し，オーレリーがオーレリアに

変わることによって，この女性は，唯一《長い問，私が愛した女性》とい

う意味を有するだけになる。確かに，《歌の女王》《オーレリー》は，わ

れわれに『シルヴィ』の中の女優オーレリーを連想させ，ジェニー画コロ

ンという特定の個人的女性に結びついていく。そのため決定稿において，ネ
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ルヴァルはこうした個有のイメージを具体的に決定してしまうあからさま

な表現を避け，排除したと考えられる。一歩進んで言えば，彼は作晶を展

開せしめる全く新たな原理1表現に思い至ったのであり，その結果，もっ

と別な意図の下に作晶をさ一らに深化させようとしたのだと言えるであろう。

この新たな意図が具体的に何であったかは，最終章で論ずることとして，

ここでは続いて先に進もう。

㈹　＜決定稿『才一レリア』第1部＞

（1）σ・〃α舳榊ル・α1・・1刎6θ／・・飲ゆ・tq・・j，・pP．l1。。。id。

　　　　　　ノ　　　　ノ　nomd吻7θ〃α，θ肋〃伽りo〃榊oタ．（I．1）

　『オーレリア』第1部の最初に表わされる《私にとって失なわれた女性》

のイメージは，また全体を通じてのイメージでもある。

（2）…tt・d6m…h・・tl…g・・dp・・f㎝d・tt・i・t・d・・t・11・・…一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　mpagm　son　sa玉ut？J’y　cms　voir／θカ〃∂o〃伽力α∬θ；／’α06舳玄

　　　　　　　　　1　d伽〃ゴθ1αカ肋θdomait　aux　simples　paro1es　q1ユ’e11e　m’adressa

　une〃θ〃伽功わ舳〃θ，commesiquelquechosedela〃タgタo〃
　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　se　melait　aux　douceurs　d’un　amour　jusque一、la　profane，et　lui

　imprimait1e　caractるre　de－1血ernitと（I．2）

　オーレリアの会釈と言葉は，ベァトリーチと同様，宗教的な永遠性を帯

びる。

（3）・jevisdevantmoi舳θ力刎舳oパθ〃〃鋤θ，鮒ツθ鮒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　6〃θ8，qui　me　semb1ait　avoir1θ3〃α〃3ゴλ〃〃〃α

　オーレリアの幻影は，彼女の死の予兆を表わしていた。オーレリアに死

のイメージが重なり合う。

（4）　　oθ〃θ〔Aur6互ia〕μθプ切伽θIeur　apPartient，et　c怯t1a　que
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nous　devons　nous　retrouver！　（I．2）

星でオーレリァとの死後の更会の希望が強く印される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（5）　lA）　τ70沁力舳榊θ3travai11aient　dans　cette　piece，…

　　（B〕　…et肋αcα〃θ差肋〃α伽∫6〃η60榊力08老6θ　玄o〃θ8，PareiI1eと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ces　types　que工es　Peintres　imite成de　plusieurs　mode1es
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　、
　　　po叫rea1iser　une　beaute　comp1ete．

　　　　　　　　＾　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　lC）ムα力／㈱昭〃me　par1ait　avec　une　vo主x　vibrante　et　melo－

　　　dieuse　que　je　reconnaissais　pour　l’avoir　entend－ue　dans　I’en－

　　　fance，．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　lD）ムα伽舳θμθノθ舳〃αク8，．．．力／α加〃α兆de　vue　a　me一

　　　・u・・q廿・ll…　t・…figu・・lt，…舳・・mbl・it∫’差・α・・〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　伽〃880〃o卯θg〃η伽肌　…mais　je　me　heurtai　a　un　pan　de

　　　mur　d6grad6，au　pied　duquel　gisait　（E）舳肋8玄θ伽力榊榊．

　　　En　ie　re1evanち　jbus　Ia　persuasion　que　c血ait　（F〕／θ8タ伽．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　Je　reconnus　des　lG）　〃α桃o加〃3，…，j　e　vis　que1e　jardin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　avait　pris　／’α功θ〃ゴ’〃〃6づ榊θカθ〃．Des　voix　disaient；

　　　《L’Univers　est　dans　Ia　nuit童》（I．6）

　　　　　　1　　　　1　　（H）　λ〃θ〃αθ施〃榊oけθ．（I．7）

　（ん《三人の女性》→lB）《一人一人は三人全部の合成体》→（C〕《一番年上

の女性は，子供の頃聞いた覚えのある声の女性》→（D〕《私がその後をつい

ていった女性》《その女性は自身の大きさの中へ消えて見失なわれる》→

（E）《女の胸像》→（F〕《彼女の胸像》lG）《’懐しい顔立ち》→（墓場の様子）曲

（宇宙の夜）→（E《オーレリアの死》

　ここで注目すべきは，オーレリアに辿りつくまで（A）～（G〕の数々そのイ

メージが交錯圃連鎖している点である。（4）で，オーレリアの死が予告され

るように，この夢でもまたそれが予告される。（これは，『新生』と同じも

のである。）ここには，数々の複数のイメージを呼び水として，その果てに

オーレリァという一つのイメージに結びつくネルヴァル独特の夢の論理と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　毛　ラ　ー　ビ　リ　ア
も言うべき連想が働いている。第2・部から《記憶すべき事柄》では，この
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過程が究極まで押し進められ，ついにはこの進行方向が集中から拡散へと

転じる。この意味は最終章で考察することになるが，この両過程はネルヴァ

ルのイマジネーションの特質を形造るがゆえに，とりわけ注意を換起した

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　1（6）晩θ∫な〃θdominait　to切ours1es　autres：c’etait　oθ〃θ∂λ〃グ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　〃α，Peinte　sous　／g8　赦o〃3ガ〃〃θ　励〃加オθ，．。　（I．7）

　オーレリアには，《女神の顔立ち》という宗教的なイメージが色濃く幻

想のうちに予告される。しかし主人公は，その幻想のうちに秘められた啓

示の意味を解することができなかったために，二重の意味において彼女を

失うことになる。（“5．vitanuova”参照）

（7）・・／〃。肋ω〃。。6／1。．（I17）

　　　　　　　　　　　　　　　　！（8）1、．、mais80ηimage，qui　m’etait　apParue　souvent，ne　revenait

　plus　dans　mes　songes．（I．9）

　　　　’　　　　　　1　　　　　　　　　　、
（9〕　Aure1ia　n’etait　p互us　a　moi　l…　（I．9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（10）　・グα〃7θal1ait　profiter　de1’erreur　de　mes　amis　et　d’Aurelia

　e1le－mεme．（I．9）

11工〕　一pour　Aurる1ia，cもait　moi－mεme，et　l・esprit　d6so1るqui　vivi－

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　’　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　fiait　mon　corps，affaib1i，dedaigne，mecomu　d’e玉1e，se　voyait　a

　　　　　　　　’　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　j　arnais　destine　au　desespoir　ou　au　neant．（I　．10）

（12〕　　・mon　do〃〃θ，qu｛devait6pouser　Aurる1ia，…　（I．10）

　オーレリアの死によって，また彼女の死後，霊的な世界においてオーレリ

アは，再び主人公にとって失われてしまう。この二重のオーレリアの喪失
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ
が，第2部においていかに回復されてゆくかを，彼女の名前の変容ととも

に辿ってみよう。
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剛　＜『才一レリア’』第2部＞

　　　　　　　　　　　　　、（1）　E〃θ，Pourtant，ぴoツα〃　α1）加〃，et　j’ai　surpris　un　j　our　1θ〃o榊

　　　’　　　　　　　　　　　　、
　∂θ∫θ3洲8〃3θ3肋〃3．（皿．玉）

　《彼女》には，《イエスの名を呼び，神を信じていた》《キリスト教徒の

女性》（皿．2）というイメージがあらたに付け加えられている。これは，第

ユ部の主人公の考えとは異質のものである。ここには，一つの大きな転換

点が隠されている。なぜなら，この認識が，主人公に，単に肉体的な意味

でのオーレリアの喪失だけでなく，その霊的な意味での喪失に気付かせて

ゆくことになるからである（ユ）。第1部では，主人公はこの霊的な意味を打

ち消そうとかかり，知の働きによって克服しようとした。第2部で，《彼

女の口唇にイエスの名》を認めたことを思い出した時，主人公の脳裏に去

来した想念と比べてみるならば，いかに決定的な相違があるか容易に理解

できよう。第王部第9章で，主人公は次のように語っている。

・1uttons　contre　l’esprit　fata1，luttons　contre玉e　dieu　lui－meme

avec1es　armes　de　la　tra砒ion　et　de1a　science．（I．9）

神そのものと闘おうとする主人公は，第ユO章の最後，即ち第1部の最後

に至って自分が《神の捷を犯して，恐るべき神秘を極めようと欲したがた

めに，あるいは呪われたかも知れない》という危慎に捉えられる。これは，

また『神曲』の底流に流れる基本的なテーマでもある。

神の通いたもう無限の道を，われらの理性によって極めようと望むも

のがあれば，それは狂人である。おお，人間よ，現在あるものを知る

ことで満ち足りよ，………しかも自分の願いがかなえられるにふさわ

しい人々でさえ，希望は実を結ばず，永却の悲しみを負わされている

のを汝らは見たのだ。つまりそれは，プラトンやアリストテレス，そ

の他多くの者たちのことである。（浄罪篇第3歌34～7，40～44）

『オーレリア』の主人公は，《traditiOn》と《SCienCe》という理知の
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力によって世界の神秘を極めようとしたが，ダンテはそれを空しき技とし

て，神の至高の叡智に対する小賢しき人間の知として否定し去る。これは，

『神曲』中，至る所に見え隠れする思想である。例えば，ダィテはウェル

ギリウスによって地獄曲浄罪と導かれてゆくが，天界は彼によっては導か

れない。ウェルギリウスには天界に入ることが許されていないからである。

『神曲』では，ウェルギリウスはいわば知の象徴として，ベアトリーチェ

は愛の象徴として描かれる。人が知によって導かれるのは，浄罪界までな

のであり，知には自ずとその分限があることをこれは語っている。天界に

入るには知だけでなく，真の信仰曲愛がなくてはならない。人は知を武器

としている間は，世界の深奥に触れることができないのみかそれは

聖なる者に剣を向けるという冒漬行為となる。『神曲』は，これを語って

いるのであり，人が救われるには真の信仰画愛なくしてはあり得ず，それ

によってのみ，全知一と救いは可能となるのである。『オーレリア』の主人

公は，それにもかかわらず，不幸の打撃により世界の神秘を究めようと欲

し，全知に至ることが救済に至る道であると誤信した。だが，知によって

世界すべてを知り尽くそうとする野望は，ルクルティウスの神に他ならぬこ

　　　　　　　　　　　　（2）とに第2部の主人公は気付く　。

L　orSque　l’会me　f1otte　incertaine　entre　la　vie　et　le　rεve，entre　le

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
desordre　de　1’esprit　et　le　retour　de　l　a　froide　reflexion，　c’est

　　　　　　’dans　l　a　pensee　rel　igieuse　que　l’on　doit　chercher　des　secours；。．．

（皿．1）

　第2部から主人公は，次第に知の殻から愛へ，個人的な愛から普遍的な

愛へと，オーレリアが嫡から蝶に変わっていくように脱皮してゆく。人は

宗教的な感情なくして自力で救われることはないというダンチと同一のテー

マを繰り返しながら。

　以上のことから，第2部第至章で，キリスト教徒のイメージとして描か

れるオーレリアにとりわげ重要な暗示が含まれていることが理解されるで

あろう。この最初の大きな転回点に留意しつつ次の章を見てみよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　　　　　　　　1（2）　　・，ce1Ie　dont　le　dernier　soupir　a　ete　consacre　au　Christ

　　（皿．2）

　　　　　　　、　　　　、　　　　　　　　　　　　’　’　　・1e　cimetiere　ou　e11e　avait　ete　ensevehe；…（n．2）

　　　　　　　　　　1　　・1a　tombe　d’Aurelia，…（可．2）

　　　　　　　　　　　　’　　・1a　tombe　d’me　chretieme；…（皿．2）

　前章に引き続いて，さらに深く主人公の脳裏に，《キリストに最後の息

を捧げた女性》という宗教的なイメージが刻印されてゆく。しかしながら，

まだ彼にはこのメッセージの真の意味が何であるかを解することができな

いでいる。というのも，彼にはこれから乗り越えていかねばならない自己

との戦い，障壁がさらに残されており，今はまだ第一歩を踏みだしたばか

りだからである。これらを超克して初めてメッセージの真の意味は会得さ

れることになる。次に，そのきっかけとなるべき第2の転期が，幻想のう

ちに訪れる。ここからオーレリアの名は大きな変容をきたしてゆく。

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
I1y　avait1a　me　terrasse　ombragee　de　ti11eu1s　qui　me　rapPeユait

aussi／930ω舳か伽加舳θ3アタ〃θ8，∂θカ〃θ〃θ3，Parmi　lesque玉1es

j’aVaiS　grandi．　σ〃θ　♂θ〃θ3・一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　’　　　1Ma｛s　opPoser　ce　vagαe　amourd’enfance　a　ce王ui　qui　a　devore

　　　　　　　　　　　　　　lma　jeunesse，y　avais－je　songe　seu玉ement？（巫．2）

　露台の存在が，プルーストの好む連想のように突如幼少時の恋の思い出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら
へと結びつき，主人公は《自分の青春を映いつくした恋とそれらを並べて

みる。》この啓示にも似た練金術的連想の下で，数々のイメージが一人の女

性の名に融解されてゆく。

13）En　y　jetant　par　hasard　m　coup　d’oei1，i1me　sembIa　recon－

　na－tre　A＊＊＊．（n．2）

　《彼女》は，幼少時の恋人たちをもその内に包み込んでしまったかのよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’うに，《A＊＊＊》に変わってしまっている。この《A＊＊＊》は，Aurehe，

　　　　　　　　（3）Adrienne，Artemis　といった《三人全部の合成体》もしくは，それらに
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象徴される女性た’ちの合成体であるAurるliaと考えなくてはならないであ

ろう。いずれにせよ，主人公の心に映じるオーレリアの印象は，多大な変

化を蒙る。ついで，彼女の姿は以下の如く形容される。

（4）　EIle　semblait　triste　et　pensive，…cette　fi騨re　douce　et　ch6rie

　　　　　　　l　se　trouva　pres　de　moi．El1e　me　tendit玉a　main，1aissa　tomber

　sur　moi　un　regard　dou1oureux…

（5）　・son　mariage，E〃θθ8≠力θ〃〃1

（4）！一e1／e　a　fait　un　dernier　effort　p01ユr　me　sauver；…Du　haut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　du　cie1，e王1e　pouvait　prier　pour　moi　l’Epoux　divin一

（5）1EIle　est　perdue　pour　moi　et　pour　tous！一

（6）　I1me　semblait　la　voiηpa1e　et　mourante，．‘

（7）一MonDieu，mon　Dieul　pour　e1玉e　et　pour　el1e　seu1e，mon

　Dieu，pardonnez！　（皿．2）

　（4），（4〕1は，慈しみに溢れたオーレリアであり，天上から心配するベアト

リーチェの姿にも比せられる。ここで，主人公は，《赦しが未だ可能だっ

た彼女の臨終の時機を逸してしまった，》ために彼女を失っ’たことに気付く。

その悔恨の念は，主人公に次のように語らせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　1（8）　・ce11e　que　je　tourmentais　dans　sa　mort　apres1’avoir　affIigee

　dans　sa　vie，…　　（1I．3）

　主人公は，オーレリアを苦しめた自己の過ちを認め，自身の一切の救い

を放棄し，《ただ彼女のためにのみ》神に許しを請う。こうして彼が，真

なるものに次第に目覚めてゆくとともに，オーレリアは主人公にとっての

個人性を剥ぎ落としてゆく。これはまた，主人公がオーレリアを自己愛の

対象から解き放ったことを意味する。幼少時の恋の思い出が変じ，、オーレ

リアの名が複合体となってゆくのは，この大きな転期の予兆であるととも
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に，その象徴的表現に他ならないと言えるだろう。

　次の第3章においても，再び絶望と悔悟が繰り返されるのだが，それは

もはや単なる精神の後退でもなければ停止でもない。真なるものに目覚め

つつある主人公にとって，どれだけ迷いの中にあろうとも，それは前進を

意味するものとなる。事実，この絶望の内にありながらも，一それを試練

とみなすならば一意識下での静かな前進が読み取られる。それは幼少の頃，

彼を世話してくれた女性への思い出によってなされる。彼女は夢の中に現

われて，主人公がかつて犯した過ちを次のように責める。

　　　　　　　　　’《Tu　n’as　pas　p1eure　tes　vieux　parents　aussi　vivement　que　tu　as

　　！ple岨e　cette　femme．》（皿．3）

　ここで，《あの女性の死》（即ち，オーレリアの死）は，幼少時に自分

．の《世話をしてくれた女性の死》へと連なり，一つの死固一つの愛情が，

もう一つの死画もう一つの愛情へと点火してゆく。この思い出は，彼に意

識されていなかった隣人愛を思い至らせることになる。こうして主人公は，

オーレリアの死，彼女への愛情を契期として，隣人愛を観念においてでは

なく，魂において知っていく。『オーレリア』における第3の大いなる歩

みがこの第3章には隠されているのである。

　《Quand－on　se　sent　malheureux，on　songe　au　ma1heur　des　autr一’

es》（皿．ユ）と，ネルヴァルは言ったが，隣人愛とは，まさに自身を相手

の中に溶け込ませることであり，究極的には，自己の破壊に手を貸し，自

己を放棄することである。それは，高き水が低き所へ流れるように自己

を貧しくしなければ，人は相手の心の中に流れ込むことはできないからで

ある。そして，この貧困化は，不幸によってのみもたらされ得るのであって．

それゆえ，シモーヌ画ヴェイユは，次のように書き記したのだ。r不幸田

それは，素晴しい言葉。人間の創り出した言葉の中で，これに匹敵するも

　　　　　　（4）のはない。」と　。

　愛する女性の死を嘆き悲しむように，自分を世話してくれた女性のため

に泣くことは，r自分を相手の中に移すことであり，自分の不幸に同意す

ること，すなわち自己の破壊に同意することになる。」そして，これはまた

言い換えれば，’r自分自身を否定することであり，人は自分自身を否定す
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ることによって神の後から，創造的な肯定で他人を肯定することができる

　　　　　　（5）ようになる。」主人公が自已の救いの一切を放棄する時，隣人に対して愛

する女性と同じ眼差しを向けることができる時，彼は初めて真の期待によっ

て救われることが可能となるのである。

　さらに，オーレリアの思い出は，新たな変貌を経る。

（9）・・P・・1・・・・…i・・h6・i汕・・p・…m・m・・t・，…（皿．4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾ω　une　femme…me　rappela　ce11e　d’Aure1ia、…：ses　traits　memes

　，！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　1
　netaient　pas　sans　resse㎜blance　avec　ceux　que　j　avais　aimes．…．

　《Qui　sait　si30〃θ功〃n’est　pas　dans　cette　femme　l》（皿．4）

　この第4章で，隣人愛は《亡くなった一人の女性の懐しい思い出》によっ

て，主人公の内面において深められ，その輸を次第に拡げてゆく。それは，

オーレリァの死によって点されたランプの明りのようなものだ。一人の女

性によってかき立てられた燈芯は，太陽の生命をもち，次々とその輝きを

他の燈芯に伝えてゆく。《一人の女性の面影》が，他の女性の面影に照り

返り，一から多へと次々に受像される。第3章では，自分の世話をしてく

れた身内の女性であったが，今度はただオーレリアに似てなくはないとい

う他に何の関係もない女性へと愛情が向けられている。

　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（11）　J’avdis　un　tort　recent　envers　une　personne；ce　n’etait　qu’une

　’　negligence，mais　je　commengai　par　m’en　a11er　excus？r・（E・4）

　というように，主人公の気遺いと愛情は，かつての限定された女性から，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）無限定の隣人へと展び拡がる。隣人とは，「名もなく誰も知らない」　い

わば無名の状態にあるme　pers㎝neのことである。そして，人が自己を放

棄する時，その心の内に稲妻のように同情が生まれ，今まで他人として切

り離していた人々に自已の血が流入し，自己のものとし．て通い始めるよう

になる。やがてこの隣人の意味は，『オーレリア』の中でさらに拡大され

てゆくが，それは最終章で再び触れることになろう。
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㈹　＜才一レリアとベアトリーチ夏における母画マリア面女神の1司一視＞

　隣人に対して目覚めた主人公は，第5章以降もはやオーレリアという言

葉を用いることはない。母を想いつつ処女マリアに膝まずいた主人公に，

夢の中で女神が立ち現われて次のように告げる。

（12〕　《Je　suis1a　mεme　que〃〃加，1a　m6me・que　ta榊ら〃，la　mε一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　me　aussi　que　sousチo〃θ8／θ8∫oプ榊θ8肋ω玄o〃o〃8α伽θθ．A
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　chacme　de　tes　epreuves，j’ai　quitte　l’m　des　masques　dont　je

　voiユe　mes　traits，et　bientδt　tu　me　verras　tel1e　que　je　suis．》

　（n．5）

これに似た表現は初稿においても見うけられる。

（12ジ…，invoquant　ma　mさre　sous　tousユes　noms　donnるs　aux　divi一

　　’　nites　antiques．（Page．425）

　以上の思想内容の極めて凝縮された言葉をダンテを通して少しづつ読み

解いてみたい。

　まず初めに，ここセ示される女神とヴ三一ルの関係に着目してみよう。

　試練が乗り超えられるまで，ヴェールに蔽われた女神の，あるがままの

姿を見ることができないというモチーフは，『神曲』の中にも読み取るこ

とかできる。浄罪界の地上楽園で，亡きベアトリーチェにダンテが初めて

再会する場面がそれである。その時の彼女もまた純自のヴェールをつけて
　　　　　　　　　　　　　　　　　こうぺ
現われる。ミネルヴァの葉を冠に載く頭からヴヱールがかかっているため

に，ダンテはその顔をはっきりと見てとることができない。なぜなら，“5．

Vita　nuOVa”で前述したように，この時ダンテは，ベアトリーチェの試練

に服さねばならず，地上楽園という神の法延でその罪を裁かれる必要があっ

たからである。この試練画危機を乗り超えてのち初めてダンテはベアトリー

チェの素顔を仰ぎ見ることができる。その様をダンテは，次のように表わ

している。
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rベアトリーチェ，聖らかなお眼を」と歌声がおこった。r彼にお向
　　　　　　　　　　　　　　　けなげ
け下さい。お会いするために彼は健気にも長の旅路をはるばる越えて

来たのです。なにとぞ私どもの願いを容れ，あなたのお口からヴェー

ルをおはずし下さいませ。お隠しになりました第2の美を彼にはっき

’りとお示し下さいませ。」（浄罪篇第3王歌132～8）

　こうしてベアトリーチュはヴェールを脱いで新しい美を示すのだが，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きざはし
のベアトリーチェは，さらにその顔をマリアヘと変え，天界の階梯を昇る

につれ，さらに数々の変貌を遂げてゆく。ネルヴァルは，《試練の度ごと
　　　　　おもて
に，女神は面を蔽っている仮面の一つ一つを脱ぎ捨てて来た。》と表現し

ているが，これは，またダンテの『神曲』の中にも等しく表われるモチー

フでもある。次に，それをダンテに従いながら順を追って辿ってみよう。

　ネルヴァルがオーレリアを母と同一視するように，ダンテもベアトリー

チェを母親のイメージと重ね合わせ，彼女をしばしば母親の比愉で表現し

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベアトリーチェ
その子の眼に厳しく映じる母かとばかり，私の眼は淑女をうけとめ
　　　　　あわれみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
た。厳しい愛憐の情はいつも苦い味がずるものだから（7）。（浄罪篇

第30歌79～8ユ）

　　ベアトリーチェ

すると淑女は，あわれみの溜息を一っ，ほっと洩らし，訳の分らぬこ

とを言う息子を見やる母親の表情で，私の方に眼差しを向け，言い諭
　　　　（8）
し始めた　。（天堂篇第ユ歌100～ユ02）

　　　　　　　　　　　　　　　ベアトリ山チェ
驚きうちひしがれて心くらみ，私は尊女によりすがる，最も頼りとす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさなご
る母のもとへ，事あればつねに馳せかえる幼児のごとく。淑女は，色
　　　　い　巷
青ざめ，呼吸せき喘ぐ我が子を，聞く者の心いつとても安ぐ声をもっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　（9）て，たちどころにあやし慰める母のように，私に言った。（天堂篇

第22歌1～7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひな
あるいは，ベアトリーチェを親鳥に，自分を雛に愉えた一節もある。
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・その親島のようにわが淑女は立っていた・・∫io）（天堂篇第23歌ユ0）

　更にまた，．オーレリアと同様にベアトリーチェは，女性のもつ母性が到

達し得る最高段階を象徴するがゆえに，処女マリアそのひとともなる。

ベアトリーチェは，あわれび，溜息つき，’その歌に耳傾けていたが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）みるみる顔色は深まり，十字架のほとりのマリアのようになった。

（浄罪篇第33歌4～6）

　キリスト教が未だ民間信仰となる前，口ニマにおいてアプレイウスは，

そうした女性をr聖なるもののうちで最も聖なる者，人類の永遠のなぐさ

め，」と呼びイシスという名で表わした。キリスト教以前に処女マリアの地

位を占めた一人として，この女神イシスの存在を併せて銘記すべきであろ

う。ネルヴァルは，『シルヴィ』と同様このイシス神を『オーレリア』の

中で次のように記している。

（工2〕〃Je　reportai　ma　pens6eと1をeme11e亙sis，1a㎜さre　et1如ouse

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　sacree；toutes　mes　aspirations，toutes　mes　prieres　se　confond－aient

　dans　ce　nom　magique，je　me　sentais　revivre　en　e1le，et　parfois

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　el1e　m’apParaissait　sous　la　figじre　de玉a　Venus　antique，Parfois

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　aussi　sous　les　traits　de　la　Vierge　des　chretie耐．（巫．6）

⑯　　・le　jour　oムtu　as　implorる1a　Vierge　sainte　et　oも，la　croyant

　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　1　morte，le　delire　s’est　empare　de　ton　e§Prit。（皿、6）

　こうしてオーレリアは万華鏡の如く，《キリスト教徒の女性》から《聖

処女マリア》《妻》《母》《女神イシス》《ウエヌス》などとめくるめく

姿を変え，それらのイメージの融合体となる。逆に，これはとりもなおさ

ず，さまざまに変貌するこれらのイメージが永遠の相の下では同一のもの

であることを指し示している。この思想は両詩人の神に対する考えに最終
的に引き継がれているものである。ネルヴアルは，《金儘手べま毒病》あ

中で，キリストとともに，異国の神々や古代の神々を讃えているが，これ
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によって，さまざまな時代，さまざまな人々によって与えられたさまざま

な神々の名前が，永遠の相の下では一つだということを伝えようとしてい

るように患われる（12ニダンテにおいても，ギリシャ国ローマの神とキリス

ト教の神が混清されて用いられているが（工3㍉それよりも何よりも，様々な

神の姿が一つの姿へと収瞼されでゆく思想をダンテは，見事なレトリック

的象徴により伝えている。即ち，ベアトリーチェに比せられたマリアは，

キリストに比せられるのである。

さらばいざキリストにいとよく似たる，かのお顔〔マリアの顔〕を見つ

めるがよい。そのお顔の明るさを拝して初めてキリストを仰ぐ力が汝

　　　　　　　（14〕にもつくのです　。（天堂篇第32歌85～7）

およそ今まで私が見たものの中で，かくも大いなる驚きに私を息っま
らせ，またかくまで神に似る姿〔注1〕が印こ見えた樹もなかった（’5㌧

（天堂篇第32歌91～3．）

　〔注1〕マリアの姿。

　ベアトリーチェはマリアに，マリアはキリストに似て同じ顔をもつ。実

際は，三人とも異なった容貌であるはずが，ダンテにおいては，似かよっ

た同じ顔として同一視されている。これは，ダンテによれば，神の御座に

近きものほど神に似てくるためであるが，ここには，一つの宗教的秘儀，

象徴的なレトリックが潜んでいるように思われる。まことに聖なるものは，

一度きにその秘密を明かさないものであり，見る者の視力に応じて，それ

は千変万化の映じ方をする。それゆえ，神はさまざまな姿と面貌をとって

人間の目に映じることになる。まさに，神という永遠に光り輝く光源と不可

分な聖なる光線の中で，神はさまざまに変貌し，ある時はベアトリーチェ

の美に自身を映し出し，ある時は処女マリアの母性に像を結ぷ。即ち，神

という光源から発っせられる不可分の光線が，地上において受肉化しては，

ベアトリーチェの姿を映し，天上では母マリアを照らし出す。換言すれば，

処女マリァは，いわば神に内在する女性的なものの天上における形象化であ

り，ベアトリーチェは地上におけるマリアの形象化なのである。光が波長

に応じて，見る者の目に赤や青を映し出しながらも，常に同一の光であり
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続けるように，神は唯一にして，同一のものでありながら，さまざまな存

在の中に自已のさまざまな諸性質を映し出すのだ。両詩人とも，この自然

の最も奥深い秘法に触れ，そのめくるめく変貌の中で真の唯一者を見てと

るのである。ダンテは，その認識をこう記している。

「このすべての天使をあまねく照らす原初の光は，その光が結ばれる

これらの光明の数に応じて，千変万化の受け入れられ方をするのです。

そして愛情は，神を理解する程度に応じるがゆえに，光受けたる彼ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬる
に生ずる愛の甘美さの程度にも，熱き温きと千差万別なのです。さあ
　　　　　　　　　　　　　　　〔注ヱ〕　　　　　　　　　　囲国　　曲画画
今は，永遠の価値の高さと広がり　　を見て下さい。神は，あの数

多き鏡の中に，こなごなになって反射しているにもかかわらず，それ
画　　画　　画　　　　㊥　　㊥　　画　　曲　　㊥　　個　　画　　曲　　画　　囲　　　　ミ　　国　　画　　画　　固　　屈　　画　　画　　㊥　　画　　画　　画　　　（16）

自身は，鏡に宿る以前と同じく，水遠に一つのままなのです。」　（天

堂篇第29歌136～145）

　〔注1〕神。

　　　　　　　　　　　　　かつこう
私が瞳凝らして見つめていた活光の中に，一つ以上の姿があったわけ

ではない。神の光は，常に以前と変わりないのだ。ただ私の視る力が，

見るにつれ強まったために，私の変わりゆくにつれ，ただ一つの外見
〔注ユ〕画　曲画画画H曲画囲画田、（17）
　　　が，さまざまに変化したのだ　。（天堂篇第33歌109～ユヱ4）

　〔注1〕神。

　傍点の箇所に注目して頂きたい。ダンテは，精神の高きに達するにつれ，

精神の理解力に応じて，神はさまざまな変貌をとげたと記しているが，ダ

ンテの精神の変化の一段階ごとを試練の階梯に比するならば，ネルヴァル

の言葉が再び蘇ってくるであろう。即ち，「そなたの試練の度ごとに，私
　おもて

は面を蔽っている仮面の一つ一つを脱ぎ棄てて来た。そなたはやがて在る

がままの私の姿を見るであろう。」という言葉が。

　詩聖ダンテが，その詩的感性に加えて神学と哲学の粋を結集して到達し

得た叡智をネルヴデルがまったく異なった詩的直観の遣を辿りながら『オー

レリア』の中に，独自の表現をもって新たに結晶化させているのをここに

見てとることができる。オーレリアとベアトリーチェはともに，母マリア

を映し出し，さまざまな姿をもつ神を唯一の存在へと集像させてゆく仲介
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者としての役割を担い，両作晶とも一方が他方の理解の鍵となっているこ

とにわれわれは気付くはずである。

7．無名化の意味

　オーレリアが最終的に無名化されてゆくその意味をこの章でさらに追求

していきたいと思う。これにあたってまず，これまでのオーレリアの名前

の変容をここで整理し，辿り直してみよう。

　オーレリアは初め，ジェニニ画コロンを術佛させる歌の女王オーレリー

であったが，決定稿においてオーレリアとなり，ダンテのベアトリーチェ

と同様に一段とその具体性1肉体性を脱ぎ落とす。ダンテの場合は，神学

的に最高の女性となる質的変容であって，ベアトリーチェの名前自体は変

わらない。それに対してネルヴァルは，それ自身特定の人物を明示しない

オーレリアを採り，質的変容を象徴的に名前に反映させようとしている。

これによって，主人公の内面の変化は，直接名前に連動し，イメージの重

層化がベァトリーチェよりもさらに劇的に究極まで押し進められることになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1主人公の内面の世界が変容し拡大するに従ってAureliaに数々のイメージ

が付与され，その重みに耐えかねたようにAur61iaは，A＊＊＊と変化する。

この変容は，主人公が自身の救済を放棄したことに結びつく。この時から，

彼は隣人愛の意味を知ることになるのである。逆に言うならば，愛情がオー

レリア個人からオ㌃レリアの思い出へと連なる複数の女性へ向けられるた

めには，オーレリアの名は複数の名を含みもたねばならず，そのために

A＊＊＊と変化せざるを得なかったと言えるだろう。そして，他の存在にオー

レリアと同じ愛情を注ぐことは，自己の救済の放棄と同時に，莉己的なオー

レリアヘの愛からの脱却を意味することになる。

　このように名前の変容が主人公の内面の変容を映し出す象徴となるのを

見て取るとき，われわれはイメージを重層化してゆくオーレリァが二

つの懸け橋となっていることに気付くはずである。即ち，一つは，失われ

た女性，母，聖処女マリア，女神イシス，ウエヌス，キリストヘとつなが

る懸け橋であり，一つは，個我から，隣人へ，生きとし生けるもの，森羅

万象へとつながる連帯の懸け橋である。オーレリアという一人の女性の愛

から，かくも多くのものへと連なり拡がってゆくのをわれわれは第2部の

一41一



1第5章以降で見ることができるだろう。

　もはやオーレリアの名が消え去ってしまった第5章以降，主人公の愛情

は隣人から，この世の生きとし生け、るものへと拡がり，ついには万物全体

に至る。この時，オーレリアはもはや名をもたぬ存在へ，自然そのものへ

と同化してしまったように思ネる。ここに，オーレリアの無名性が，万物

照応の思想と’深く関わり合っているのを見てとることができるだろう。そ

れゆえ，この章では，無名化の意味を万物照応の視点を導入することで考

察してみたい。

　　　コレスポンダンス

｛i）＜万物照応＞

　『オーレリア』第2部第6章には，ネルヴァルの万物照応の思想が明確

に示されているが，これは他の作晶で表わされたものよりもさらに深い独

自の意味内容を伝えている。それを探る前に，まずダンテとの比較を交え

ながら，引用してみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　1・il　y　avait　une　vaste　conspkation　de　tous　ks　etres　anhnes
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

pour　retabhr1e　monde　dans　son　harmonie　premiere，et　que1es．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　，communications　avaient　lieu　pa－e　magnetisme　des　astres，qu

une　chaine　non　interrompue　liait　autour　de　la　terre1es　inte11ガ

　　　　’　　　1　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
gences　devouees　a　cette　communication　genera1e，et　que　les　chants，

　　　　　　　　　　　　　　　ノ1・・d・・・…1・…g・・d・1・im・・t・・d・p…h・・リ…h・，t・・dui－

saientユa　mε㎜e　aspiration．（lI．6）

…　tout　dans　la　nature　prenait　des　aspects　nouveaux，et　des　voix

　　，secretes　sortajent　de　la　p1a耐e，de1’arbre，des　animaux，des　p1us

humb1es　insectes，pour　m’avertir　et　m’encourager．Le　langage

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lde．mes　compagnons　avait　des　tours　mysterieux　dont　je　compre－

nais　le　sens，玉es　obj　ets　sans　forme　et　sans　vie　se　pretaient　eux－

mεmes　aux　calculs　de　mon　esprit；一des　co㎜binaisons　de　caii－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1丑oux，des　figures　d’ang玉es，de　fentes　ou　d’ouvertures，des　decou－

pure亭de　feui王1es，、des　cou1eurs，des　odeurs　et　des　sons，je　voyais
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ressortir　des　harmonies　jusq廿alors　inconんes．《Comment，me

disais－je，ai－je　pu　exister　si　lon敏emps　hors　de互a　nature　et

　　　　　　　　　，sans　m’identifier　a　elle？Tout　vit，tout　agit，tout　se　correspond；

　　　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　’　　　　　　　　　　　　　＾
IeS　rayOnS　magne的ueS　emaneS　de　mOi－meme　Ou　deS　autreS
　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11traversent　sans　obstacle　1a　cha玉ne　infinie　des　choses　creees；c’

　　　　’est　un　reseau　transparent　qui　couvre　le　monde，et　dont1es　fi1s

1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
dehes　se　communiqueΩt　de　proche　en　proche　aux　planetes　et　aux

l
etoi1es．Captif　en　ge　moment　sur　la　terre，je　m’entretiens　avec

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、le　choe1∬des　astres，qui　prend　part　a　mes　joies　et　a　mes　dou－

1eursl》（皿．6）

あらゆる動植物の魂は，生命力を帯びた複合体の内から，聖らかな星
圃　　画　　画　画　　画　　画　画　　田　曲　　画　　同　　画　　画　画　　画　　画　　画　（玉8）

々の光と回転とが引き出したものです　。（天堂篇第7歌139～141）

　　　　　　　　　　〔注玉〕　　　　　　　　　　　　　　　　もろもろ
〔天球を動かす〕聖知　　　は，上から受けた功力をあまねく諸々の
　　わか
星に頒ち与え，しかも自身は自己の単一性の上に回転を続けているの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのち
です。さまざまな力が，天体に応じてさまざまに結合し，天体に活力

を賦与しますが，それは生命が汝ら人間に結びつくさまに似ています。

そして喜びの天使から由来するだけに，この力は天体とまじり合うと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）瞳に歓喜の輝く如く，星となって光るのです　。（天掌篇第2歌136～

ユ44）

　〔注ユ〕天使ケルビム。

　こうした思想は，“化生論”と言われるが，その起源は非常に古く，明ら
　　　　　（20）かではない　。I（また，この思想は，すでに古代ローマにおいて一つの体

．系として形造られており，マニリウスの手になるアストロノミコンなどが

その代表的なものである。）

　ところで天体を司り，それを動かす天使（知恵固知性）たちの力は，さ

まざまな度合いで天体と結びつくとダンテは考えるが，この結合の力をメ

スメ丁ル風の磁気線でネルヴァルが捉えたとするならば，時代を超えて，

両詩人が似かよった体験を共有していたことが認められるだろう。

　また，ダンテの次のような一節には，近代的な汎神論の感覚が宿ってい
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る。

私は言った，r水と森から出る音とは，私の魂に新たな信仰をかりた
　　　　　　（21）てるのです。」　（浄罪篇第28歌85～6）

　あるいは，ダンテの万物照応はピュタゴラス的なものであったかも知れ

ない。以下の一節にはダンテの宇宙と万物との相関関係が開示されている。
　　　　　　　　　　　　　　　パターン
この時，ダンテは世界に潜むある秩序を跳め，世美の美に触れているので

ある。

ありとあらゆるものは，相互に秩序を保っています。そしてこれは宇
画　　面　　画　　画　　画　　圃　　曲　　画　　画　　　　　　　　　　　　（22）

宙を神に似せる形式なのです　。（天堂篇第！歌ユ03～5）

　ダンテの美しいこの驚くべき一文は，それだけで詩そのものが一冊の深

い思想内容をもつ哲学書に価し得るということ，また，一つの哲学体系に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらわ
さえ変わり得るということを，みごとに証明しているように私には思われ

る。しかし，今ここでこれを論ずる場ではないので，この印象だけにとど

めるとして，ネルヴァルの万物照応を具体的に探っていくことにしよう。

　ところで，ネルヴァルの万物照応は，単にアニミズム的な神秘思想とい

うだけではない。確かに，『黄金詩篇』の中に盛られている豊かなイメー

ジは，神秘的で想像力を刺激しないではいないが，それだけで説明するの

は十分ではない。というのも，『オーレリア』において，それは一層深化

され，魂の告白となって表われ出ているからである。それゆえ，この万物

照応は，主人公の内面に潜む精神の練金術とも言うべき“魂の転換”とと

もに語り出されなければならない。この魂の根底の変化によってこそ，彼

は万物照応の想念に到達するのであり，『オーレリァ』の万物照応は，一

層独創的な意味を持ち得るのであるから。

　さて，これについて考える時，我々は，最も適した最高のテキストを参

考にすることができる。万物照応は，なにもボードレールの詩やネルヴァ

ルの作晶だけに提示されているものではない。しかもそれは，思想という

よりも一つの体験画啓示であり，非言語的なものである。この非言語的な

体験を見事に伝える絵画，即ち，ゴッホの“星月夜”（Nuitるtoi1るe）が，
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何よりも良い導き手となるはずである。文学の研究論文に直接に何の影響

関係もない絵画作晶を提示するのは，幾分唐突であると思われるかも知れ

ないが，万物照応という高次元的な体験（いわば一種の宗教的一画啓示的な

体験）を語り出そうとする時，言語以外の他の媒介；他の感覚からの手助

けは，その理解において極めて有効なものになると考えられるからである。

　それゆえ次に，ゴッホの絵を手掛かりとして万物照応のもつ意味を探っ

てみることにしたい。

㈹　＜万物照応のテキストとしての”星月夜”〉

　『オーレリア』と“星月夜”。この二つの芸術作晶は，言語と視覚から世

界の美と調和を直接開いて見せて＜れる窓であり，ともに宇宙的調和に身

を委ねて共感し合う稀有な魂の記述である。万物照応において，ゴッホと

ネルヴァルは共に重なり合い，同一のメッセージをわれわれに繰り返す。

ゴッホはネルヴァルとなり，ネルヴァルはゴッホその人となる。万物照応

の体験は，“星月夜”という一片の画布の中に凝縮されていると言っても過

言ではないであろう。

　その画布の状景は，およそ以下のように始まる。

　一家団築の夕食が催され，一日の労苦がねぎらわれる楽しい時刻。夜空

の星々の中に混り，タベの灯が，あたかも地上の星々のように，一つ一つ

の家々に明るく点されている。

　この絵の視点は，ゴッホが孤独であることを語ってい1る。なぜなら，町

と対極に位置する小高い丘から町の人々の生活を眺め，彼らと離れて独り

一家団簗のタベを描く者は，孤独だからである。また，彼は菰独であるが

ゆえに，地上の星々と天空の星々とが織りなす壮大な宇宙絵巻をひも解く

ことができるのだ。この孤独から生み落とされた一種異様な磁場が支配す

る状景の中で，描き手工自然の区別はもはや消え去り，肉体は地上にあり

ながらも画く者の魂は，天上へと解き放たれる。この時，彼は青々とした

深い大気の中へ，悔恨と苦悶とを忘却に向けて吐き出し，自己の一切を爆

発させる。画面は急に湧きあがり，自然のすべてが生命を取り戻した原初
　　　　　　　　い　　　　い
の世界のように，活き活きと脈打ち始め，壮大な黙示録的宇宙が現出して

ゆく。星々はランランと輝き，戸は夜の太陽となって光芒を放ち，大気は
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震えたぎり立ち，生命の海となって渦巻き，対流する。すべてが生命をもち，

乱舞し始めた今，幾層倍にも明るさを増した月と星たちのどれもが，光輝

［く光球となって，画家の魂を宇宙へと誘う。そして，星々の誘いによって，

工一テルの内へと溶解した魂は，空全体を巡る渦巻く大気のリズムに身を

まかせ，宇宙の弦楽の妙なる調べめ一音符となって永遠の求心運動を続け

てゆく。この夜の自然の美しさは，見る者の魂を圧倒させ，眩曇を覚えさ

せる。生命の流れに乗り，壮厳な星辰の合唱に身を委ねる喜びに匹敵する

喜びが他にあるだろうか？秘めやかな声が草木から，大地から，天から，

星々からも彼に語りかけ，彼を鼓舞し，世界の神秘的な調和とリズムを告
　　　　　　　　　　　　　　　　　こだ雲
げ，地上に囮われた孤独な魂を永遠に反響する天上へと抱きあげているの

だから，この時，彼を孤独へと向かわせた不幸は，幸福と等価値のものを

意味するようになるだろう。なぜなら，彼を孤独へと向かわせたものが，

今では歓喜の洪水を彼にもたらしているのだから。不幸と幸福が同一のも

のを意味するようになるこの瞬問，彼の苦悩も彩しい絶望も遠い前世の記

憶のように忘れ去られる。もはや彼は孤独ではないのだ。悦びと苦しみを

共に自然と分ち合う今，自然の最も深い秘密が彼に告知された今，どこに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだま
孤独があると言うのだろうか？万物は生き，動き，共に不霊し合い，互い

に月に見えぬ無数の絆で強く結びつけられているのだから。この森羅万象

にあって，孤独なものは何一つなく，夜の静寂は，万物の盛大な囎きに満

ち溢れている。地上の星々に生命が住まうように，天上の星々にも生命が

輝く。この世にあって，生命をもたぬものは何も無く，世界は曝きと語り

かけに満ち満ちた生命の海であり，何ものも無力でも無価値でも無い。永

遠に水々しい自然に浸され，水蒸気の粒のように魂が工一テルの中へ溶け

込んでいくこの瞬間，まさしく生きてあるこξだけで十分なのだ。自然と

自分とを分たず，自然と溶け合う時，星ひとつ木の葉ひとつ落ちてもとも

に滅びてゆくならば，人はすべてのものとともにあらゆる時に蘇るであろ

う。“星月夜”は，このことをわれわれにあますことなく伝えてくれる。

まさに，“星月夜”とは，生涯を通じて彼を苛んだ苦悩と果てのない妨僅

の末に，彼が見い出した無上の喜びであり，深い孤独から湧き起こっては

彼の魂をくまなく潤いひたす万物との連帯の喜びの表現なのである。

　　“愛は，それが外在化され宇宙的規模に拡大された時にしか，それ自体

として存在しない”というテイヤール画ド画シャルダンの定式は正しい。
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“星月夜”は，万物へ注がれた愛情の宇宙化を何よりもよく示している。

この絵ほどに万物への共感と愛情が描き出された画布が存在するだろうか。

確かに，すぐれた絵画は，いつの時代，どこの国にも存在しよう。驚くべ

き天才的な眼差しと技をもつ芸術家たちがいっも新しい世界を開示してく

れる。だが，この画布の上に呼びとめられ，静譜なフォルムの中に封じ込

’められた生命の輝きと世界の美に対する共感と愛情は，真に稀有なもので

ある。なぜなら，これほどまでに類いない共感と愛情を宿す表現を，絵や

言葉によって作り出すことは，天与の才だけでは十分ではないからだ。こ

のような音楽を書くためには，偉大な作曲家になることだけでは十分では

ない。それには，アッシジのフランチェスコが抱いた世界に対する眼差し，

共感と愛情がなくてはならない。即ち乞食になること，自己を放棄するこ

と，自己の破壊に手を貸すことである。“星月夜”が稀有の輝きと価値をもっ

て奇跡の映像を宿すのは，まさにこれによってである。

　愛する女性の死後，自己の救済を放棄し，自分が入院している精神病院

の遊歩道を散策しながら孤独の深みから，自己あ破壊の末に，詩人は万物

との連帯に目覚める。身をかむ孤独（SOlitaire）は，最も深い所において

tとdが交換され，大いなる存在との連帯（SO胴aire）となる。この精神

の練金術こそ最も重要である。これは，かつての苦悩に対して支払われる

歓喜の代償であり，自己放棄を意味する魂の根底からの変化を表わすから

である。不幸によって孕まれ，孤独から生み落とされたこの自己放棄によっ

て初めて，世界の生命や美に対する真の愛と共感は生まれ，これによって

のみ詩人は万物との連帯と宇宙の調和に感応することができるようになる。

自己の一切の虚飾が剥げ落ち，一切の低き所へ魂がゆきつく時，心が万物

の貧しさと同じになる時，万物は初めて人の心に語りかける。こうして人

は，目に見えぬものを見，声とならぬものを聞き，存在せぬものを感じと

ることができるようになる。

㈲　＜万物照応と無名化＞

　ネルヴァルにおいて，愛は万物照応だという形で，最も微々たる虫類，

鉱物から星辰の合唱へと宇宙に拡大し，オーレリアという名の下で象徴化

される。
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　今までオーレリアが数々のイメージを融合してゆくにつれ，主人公の愛

情の輸がオーレリアから外へと外在化され拡がってゆく．関係を見てきたが，

この外在化された愛情が宇宙的に拡大されて万物照応となる。個人的画地

上的な特定な人間への愛情から，普遍化された愛情，隣人愛圃博愛へと移

るこの時，オーレリアのイメージは，一から多へ，多から無数の融合体へ

と変容し，ついにはその名前を消失してしまう。即ち，オーレリアという

個有の名前の消失を通じて，主人公はすべての同胞と世界全体に対してお

のれを開き；あらゆる存在物とのつながりを見い出すようになるのである。

万物と兄弟姉妹になってゆくこの時，オーレリアが自然の中に溶け込み，

自身を宇宙化してゆくこの時，万物照応の体験は，無数の名の果てに，も

はや名の無い存在となったオーレリアを愛することと同じ意味を担うよう

になるであろう。ダンテが霊妙な力の結合の中に神の発現を見い出したよ

うに，主人公は万物の中にオーレリアの部分を見い出すのである。それゆ

え，万物照応は，オーレリアヘの愛の普遍化とみなさねばならない。オー

レリアは，自身に固有の性格を深みにおいて実現してゆくにつれて，宇宙

的1普遍的なものになり，自然と同化してゆくのであるから。そして今や，

主人公はオーレリアに満ちた宇宙を，普遍的被造物全体を，彼女のうちに

崇敬するようになるのである。

　かくして，《記憶すべき事柄》におけるオーレリアは，《＊＊＊》となり，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ
切を明示しない存在へと変容する。無数の姿を，万物をオーレリアが取り

込むならば，オーレリア自体は森罹万象となり，自然そのものとなるから

である。この時オーレリアという固有の名はもはや意味を持たなくなり，

名もないものへと帰してしまうであろう。かつて大和言葉に自然という言

葉が存在しなかったように，対象物として意識されず，自らが自然そのも

のへと帰するならば，もはや名辞は意識に上ることはない。まさに主人公
　　　　　ぎようぼう
の《一切の翅望，一切の祈願はこの魔術的な名の下に混じて》融合され，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ
無名となったオーレリアの下にすべての姿が，自然と共に甦えるのである。

　さて，これを要約してみるならば，オーレリアのイメージの複数化と主

人公の愛情の拡がりとが，いわば比例関係にあることが分るであろう。即

ち，主人公の愛情が万物に注がれ無限に拡がり；一方の項が無限大を指し

示せば，オーレリアのイメージの数を表わすもう一方の項も無限大を指し
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示し《＊＊＊》となる。オーレリアの愛情が，宇宙を貫いて万物と呼応し合

う時，主人公はオーレリアという単一な形象の中に一切のものが存在して

いることを知ρ，一切を燃え上らせる無限の，新しい愛でそれを愛し，そ

の愛の中に初めて生のあまねき充溢と意味を感じとったのである。

　次にダンテとの関係でこれを見てみよう。オーレリアがマリアや神への

懸橋と変わり，その固有の名前が主人公に意識されなくなる遇程は，ベア

トリーチェの存在の希薄化画忘却として『神曲』の中でも表わされる。ダ

ンテが天界を上昇してゆくにつれ，彼の心に占めるベアトリーチェは時と

して薄れ，忘れられる。それは，詩人の心が神の方へと，大いなる愛の方

へと傾斜していくためである。

私はありとあらゆる愛を神に注いだから，ベアトリーチェも忘却の中
　　　　　　（23）に薄れ始めた　。（天堂篇第10歌59～60）

これほど快い絆で私を捉えたものはその時まで私には一つもなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注1〕
・見るたびに私の心が安らぎを覚える、あの美しい両目　　を見つめ

　　　　　　　　　　　　　　，（24）る喜びをさしおいて言うのだかb　。（天堂篇第14歌128～ヱ32）

　〔注1〕ベアトリーチェ。

　大いなる愛へと接近するにつれベアトリーチェは希薄化し，オーレリア

は固有の名を失い大いなる愛へと溶け込んでゆく。ベアトリーチェの忘却

は，ネルヴァルにおいてはオーレリァの宇宙化によって表わされる。どち

らも愛は外在化され，宇宙に拡大されている。両詩人にとって愛する女性

は神を映す鏡であり，彼らの恋人に対する眼差しには同質のものが潜んで

いる。その眼差しは恋人というレンズを通して神へ，そして万物へ注がれ

る。ネルヴァルは，これをダンテよりもさらに意識化し押し進めている。

この世にあるすべてのものを慈む愛情は，主人公を《世界を打ち砕かんと

欲っした鍛治の神》の存在の肯定へと導く。キリストの赦しは，禍を起こ

したものへも発っせられるのである。なぜなら，《この宇宙において何も

のも填未なものはなく，何ものも無力なものはない》からであり，この世

に存在する限りには何かしらの意味を持ち，あらゆる可能性と無縁ではな
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いからである。、

　こうしてオーレリアの無名化は，主人公の利己愛からの脱却と存在する

ものすべてへの葦歌を象徴する変容となる。

　最後に，オーレリアの無名化が象徴するものを他の視点から跳めて考察

を加えてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリモ・
　ネルヴァルは，いわば愛してきたすべての女性の中に，ダンテの言う《始
アモーレ

源の愛》を求めてきたのであり，オーレリアを無名イヒし，象徴化すること

によって，彼の触れた最も深い始源的なこの存在を封じ込めようとした，

と言えるだろう。この《始源の愛》は，地上において受肉化し，特定の選

ばれた女性の中で形をとり，個体化される。オーレリアにせよ，ベアトリー

チェにせよ，彼女たちはこの《始源の愛》の永遠の似姿に他ならない。そ

してこの愛の力は，宇宙にあまねく浸透している。即ち，生命という形を

帯びては地上に溢れ，物質という形をとっては強力な原子問1原子内部の

結合力に変わる。この力によって世界は醗酵し豊潤とした芳香を放ち，細

胞は沸き立つ。素粒子は終わりのない営みを続け，星々はすべてこの力に

励まされ，打ち震え，輝きわたる。そして詩人においては，女性を通じて

神へと吸引する力となる。これらすべてに潜む偉大な力は始源の愛が分有

されたものであり，詩人にとってはオーレリァという姿をまとって顕われ

たのである。あたかも無限に甘美な印象の中に不動の奇跡の形象が鏡のよ

うに映るが如く。

　詩人がこの意味を理解する時初めて彼女はヴェールを脱ぎ捨て神秘的な

真の姿を表わす。（この始源の愛は，三位一体の一つの属性であり，神の発

現したこの力によって詩人は，永遠の女性を湧して，始源の愛である神の

下に辿り着くことが可能となる。）だが，『オーレリア』の主人公は，その

意味に気付かず，この愛とふたりだけの閉ざされた世界に閉じこもろうと

した。まさにその時，愛は彼の腕の中で解体してしまったのだ。愛を自己

専有のものとして固定化しようと欲っしたために，愛は見失われ，宇宙は

夜となり墓と化したのである。愛を所有しようと試みるやたちまち，愛は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　き
その腕の中で窒息し，滅んでいく。その愛が蘇生し呼吸を吹きかえすには，

それを自己の両腕から解き放ち，始源の姿に還さねばならない。この秘儀

によりイニシアシオンは成し遂げられる。愛はこうして非物質的で天上的
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なもの，利已的なものから普遍的なものに還されることによって神のうち

に融合し自己を完成させる。『オーレリア』は，この愛の死と再生の物語

gであり，それをオーレリアの名が個人の名から無名のものへと移行する

象徴的な表現によって示し伝えている。

　また，ネルヴァルは過去の作晶を通じて以前からこの始源的な愛を多名

性と唯一性という形で表わそうと試みてきた。《オーレリア》は，その最

終的な解決であると言えるであろう。彼の詩『アルテミス』の表現を究極

まで押し進めるならば，やはり『オーレリア』の名もなきもの《＊＊＊》と

いう表現に至らざるを得なかったと考えるからである。『アルテミス』で

は，愛する女性が互いに矛盾した数々の呼び名で幾度も置きかえられる。
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
La　treizieme－La　premiere－La　seu正一Ie　seu王moment－reineといっ

たように，一人の女性は多くの呼び名で言い表わされる。この一篇の詩の

なかで，この女性は二十回以上も別の名で比愉されている。『オーレリア』

の中で，さらにこの様々な名前は，より豊かに，深く，霊化されて結合し

一つものへと収赦されてゆく。一であると同時に多でもある存在を示す『ア

ルテミス』の《いつも同じ女性》という表現は，究極的に深化し，オーレ

リアの無名化《＊＊＊》へと変わる。この霊的な唯一者をゲーテのうちに探

るならば，それはまさしく《永遠の女性的なるもの》という表現に他なら

ないであろう。こうして，ダンテにおける《永遠の女性ベアトリーチェ》

は，ゲーテの《永遠に女性的なるもの》へ，さらにネルヴァルの《あらゆ

る姿の下に愛した》《いつも同じ女性》へ，唯一にして無数の名をもつ

無名の存在《オーレリア》へと変貌を遂げ，霊的な進化を完成させる。わ

れわれは，ここに始源の愛を捉え表現しようと試みた詩人た亨の連綿と続

くイメージの同一性を読みとることができるであろう。

　次に，ネルヴァルが意図したもう一つの象徴に触れてこの章をしめくく

るとしよう。その象徴とは，繰り返し述べたように，『オーレリア』全体

を通じてなされる努力，即ち利已愛の超克に向けられるものである。愛す

る女性を地上的で個人的な所有愛から開放し，自己の救済を放棄し，自己

の破壊に手を貸すことで個我から脱け出，その愛情を万人へ，万物へ注ぐ

という思いが，オーレリアを無名のものへと変じさせる。オーレリアの無

名化は，まさに宗教的な霊性を見い出したことを象徴化する変容なのであ

る。
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　ここに至って，ネルヴァルにおいては一は多を意味すると同時に万人を，

無限の存在を意味するようになる。この両者は究極において同質のものだ

からである。この時，『オーレリア』の主人公は，一人の女性を真に愛す

るということは，この世に存在するものすべてを愛することに他ならない

と知るのであり，まさにオーレリアが無名のものとなったこの瞬問，主人

公は原初の愛に到達する。これによって宇宙はその調和を回復し，愛は再

び回転を始め，永遠の天球が動き出すのである。

8．結　　び

　『神曲』と『オーレリア』は，ともに宇宙を理解しようとする試みであ

り，詩人の強烈な想像力によって生み出された体系及びヴィジョンである。

その想像力とは，落下する物体の速度を上昇へと加速させる力であり，そ

の力によってなった作晶をダンテは“Commedia”一と呼んだ。オーレリア

やベアトリーチヱは，その変換を行う時の変数のような役創を果たしてい

る。しかも驚くべきことは，この両作晶が宇宙を理解可能なものとして提

示していることである。このことを多くの研究家は見落としている。詩人

のヴィジョンは，内面において宇宙を調和あるものとして統合杷握するこ

とであり，それは二千年来ヨーロッパ文学に脈々と働きかける強大な影響

の下にある。宇宙を解く鍵は，オーレリアでありベアトリーチェであり，

《彼女たち》こそが壮大な宇宙の理解を可能にさせる。ここに，両作晶の．

稀有な性質がある。《彼女たち》は，神から分有された存在，神の体から

取り出された生ける細胞であり，あらゆるものに満ちて常に変貌する彼女

たちの完全さの中には，各々の時代の憧慣が締約されている。彼女たちは，

詩人を神へと結びつける親和力であり，同時に，想像世界と現実世界とを

結ぷ親和力でもある。また，彼女たちは，生きた鏡のように，詩人の世界

観を映し出す。チェーホフに従うならば，世界観とは諸々の思想や感晴，

概念すべてをひとつにまとめあげるような一般的な《あるもの》であり，

生ける人間の神を見い出すこと，そして，そこに自己の生涯の意義と喜び

　　　　　　　　　　　　　　　　　甘（25）とが見い出し得るものと言えるであろっ　。このあらゆるものを一つにま

とめあげる索引力こそが，詩人にとってはベアトリーチェでありオーレリ

アであった。彼女たちは原子と原子を結びつける核力のように守宙の諸断
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片を自らの円周にとりまく力～中心点～を形造る。こうして，秩序を失い，

かき乱れた宇宙は，彼女たちによってその調和を回復する。彼女たちは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すい
詩人の想像力の最も奥深いところで結びつき，彼らの世界観の核となり翠

点となる。換言すれば，彼女たちの存在の中に，いわば詩人のすべての秘

密と意味が内包されていると言えるだろう。

　とこ’ろで，『オーレリア』が『新生』や『神曲』と似かよった側面を数

多く有していることは，彼らの伝記的な共通性からも説明し得るかも知れ

ない。ベアトリrチェ体験は，オーレリア体験と通じるであろうし，また

作家としての気質にも非常に近接したものがあるら略記すれば，両詩人と

も哲学的④思弁的な性格が強く，理念型画演緯型であると同時に，豊富な

読書体験を作晶に生かした詩人と言えるだろう。さらに，知識塑からくる

イメージの形成の仕方にも共通性が窺われる。ネルヴァルは，頻繁に《ア

ドニスの甘美な角笛》といった種類の表現を多用するが，これはr神曲』

にも通じる表現形式でもある。『神曲』は，約750箇所もの引用から出来
　　　　　　　　　　　　　　　。（26）あがっていると考えられているが　，こうした点においても『オーレリア』

は『神曲』と似た性格を持っていると言えるだろう。蛇足ではあるが，次

のことを言いたしておこう。興味深いことに，ダンテが頻繁に引用するウェ

ルギリウスの作晶は，非常に多くをルクレティウスの作晶に負い，そこから

数多くの引用がなされている。（ウェルギリウスがルクレティウスカ）ら借りた

すべての表現，すべての半句をも集めれば，容易に一巻の本となるであろ
　　（27）
う。）　ルクレティウスの網膜に映じたイメージが，ウェルギリウスの網膜

を通してダンテの瞳に入ってゆくここに，われわれはヨーロッパ文学の一

つの大きな性質を見い出すことができる。

　古くは，ラテン文学はギリシャ文学の研究摂取を土台とし，その当然の

帰結としてローマにおいては文学は学問（知識）と切り離せないものとなっ

た。こうして学問（知識）と強く結びついたヨーロッパの文学は，近代に

至るまで先行する時代の文学研究をその根幹とするようになる。ネルヴァ

ルも，その大きな潮流の中にあってダンテと結びついているのである。

　最後に，もう一つ両詩人の共通点を挙げておこう。

　『神曲jが最も特異な詩であるのは，’それが，通常の他の小説や詩と違っ

て徹頭徹尾《あの世》の物語りであって，いれま《現実世界》に対する《反

世界》に終始している点にあるだろう。通常の文学作晶が，《この世》を
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描くことに終始するのに対して，『神曲』は《あの世》～想像世界画幻想

世界～を通して《この世》～現実世界～を再構築する。死者が語る口から

《この世》が再構成されるのである。これは，人間の在り方や人間存在の

彼固有の考えを象徴的に示しているように思われる。ダンテにおいて，人

間は，想像力というもう一つの感覚器官を通して《こちら》と《あちら》

の両面から描かれるべき存在であり，二重の存在なのだ。いわば，彼にとっ

て両世界が，ともに《現実》なのである。ネルヴァルもまた，この点にお

いてダンテと同じ眼差しを分かちもっている。彼が，作晶世界内部をダン

テに倣って《冥界》になぞられている次の言葉は，何よりもそれを物語って

いると言えるだろう。

・・je　ne　faisais　que　me　promener伽〃3グθ舳加プθ伽30励〃8．

（1I．6）

・et　je　compare　cette　s6rie　dもpreuves　que　j’ai　travers6esとce

　　　　　　　　　　　　　1qui，Pour　les　anciens，　representait

　　　　　’舳カグ3．（Memorab1es．Page．414）

　’，id－ee　　∂，〃〃θ　ゴθ80θ〃左θ　　α〃κ

　ただネルヴァルは，上記の引用から窺える通り，ダンテの彼岸世界の旅

《冥界下り》を自身の《現実生活の中への夢の犯濫》と解釈し直したに過

ぎな’いことが分るであろう。『オーレリア』もまた，それゆえ，ダンテ流

に言えば，《あの世》の物語りなのである。

　ネルヴァルは，『神曲』の世界を現代的に捉え，ダンテと同じく《外界

と内界に在る連繋の存在》を探求することに半って，《この世》と《夢》

という言葉で象徴される世界の両方を包摂した《現実》’に辿り着いたので

ある。彼においても世界は両義的であり，両世界を包摂した世界から構成

される。いわば，古代において彼岸と認識された夢（rεVe）を通して現実

（r6alit6）との連関を探り，悪夢から脱け出た《真現実》（R6a1it6ou

Rεve）の存在を提示しようとしたと言えるであろう。

　『神曲』では，彼岸という啓示的な新しい次元の世界の中で，『オーレ

リア』では，夢（幻視）の世界といういわば生が高められた意識の世界の

中で，ともに真理が啓示されている。この両作晶は，決っして通常の世界
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、では，世界の真理は告げられもしないし，告げられ得ることもないという

ことを語っているように思われる。また，これは，彼らの世界に対する認

識を表明するものでもある。即ち，事物の表面にあらわれたもの（この世）

がナベてであると考え，これを分析すれば，（描けば）その事物が把えつく

されるとする合理主義（写実主義）に対し，事物の背後に本当のものが存

在しており，これを把えなければ事物は理解されず，外にあらわれたもの

はこの本当のもののシンボルに過ぎないと考える神秘主義の思想を表明し

ているのである。また，．パスカルのr理性の最後の歩みは，それを無限に

超えるものがあることを認めることである。」という言葉を思い起こして頂

きたい。彼らによれば，事物の背後に真実なものが隠されていると認める

ことこそが，より現実的でより真実なものと考えられるのである。『神曲』

も『オーレリア』も，世界に対するこうした認識の下で描かれた作晶であ

り，単なる神秘主義的作晶とみなすことは的外れな当を得ないものである。

両作晶とも、両世界を通しての世界の探求書，真理の追求の書なのである

から。

　またさらに押し進めて言うならば，「夢の中であろうが，現実であろう

が真理は真理なのであって，永遠不変のものならば，夢に見られたもので
　　　　（28）
も真理」　に違いないはずである。

　ヨーロッパ文学は，ホメーロス以来この《目に見えぬ世界》（冥界）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハーデース探求を一つρ課題として自らを養ってきた。（冥界とは，ギリシャ語で一’A一

δηsと言い（α十δηλos）一δηλosはvisible，αは否定の接頭辞inに価

し，一原義はまさにinvisible《目に見えぬもの》の意である。）『オデュッ

セイア』，『アエネース』の冥界下り以来，ヨーロッパ文学は，一つに事

物の背後にある真なるものを探求してきたのであって一そうした文学作晶

はヨーロッパ世界に無数に散在しており一『神曲』や『オーレリア』もそ

の脈々と鎖をなす連山のひときわ傑出した高峰と言えるだろう。こうした

潮流にいてダンテとネルヴァルは，共に捉えられるべきであり，この点に

おいて両者は互に深く結びついているのである。

　ここで少し視点を変えて言うならば，ヨーロッパの文学は，主に次の二
　　　　　　　　　　。（29）つに大別できるであろっ　。例えば，ディケンズ，オースティン，ジョイ

ス，ヘミングウェイといった作家は，《この世界》が唯一無二の世界であ
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ることを自明のものと思っており，いわば人問の共同社会画生活世界を描

くことで満足している。これらの作家は程度の差こそあれ，この世界に自

已の住み家を見い出し，別のもう一つの《現実》を創り出そうとはしない。’

こうした作家にとって《創り出す》とは，《見る》ことに他ならないであ

ろう。それに対して，ダンテやネルヴァル，カフカ，デイヴィッド＝リンゼイ

といった作家は，通常の世界に飽きたらず，もっと本質的で，もっと強烈

な世界を創造する必要性を内に激しく感じ，自らがさらに生き生きとして

世界を感じ取れるような《別の現実》を創り出そうとする作家である。彼

らは，《この世界》が唯二の存在であるという自明性そのものに疑いをも

ち，そこに信を置くこ、とのできない作家であり，絶えずこの世界に違和感

を覚え，彼岸と幻想の世界に対時して，いわば人問の歴史を超えた時空間

に生を見い出そうとする。こうした作家にとって，《創り出す》とは，《思

い出す》ことに他ならないと言えるだろう。

　この分類は，文学の優劣によってではなく質的な差異による見方であり，

時にはその両者を兼ね備える作家もいることも事実である。

　『神曲』が《死後の世界》とその霊が語る《この世界》とから編まれた

作晶であるように，『オーレリア』も二つの世界と二つの現実から成る作

晶であるが，この両世界という見方に対して，もっと激しい言葉でその存

在を主張した作家もいた。イギリスの作家デイヴィッド＝リンゼイ（ユ876～

1945）の言葉を参考までに挙げてお、こう。

rあの森を抜けてからぼくの内部で変化が起り，ものが今までとは違っ

て見えるようになった。ここに在るものはすべて，他の所に在るもの

よりもずっとどっしりとしていて現実のちのらしく見える。……そう

見える度合が余りにも強烈なので，そのものも存在を多少なりとも疑

うことさえできない程だ。ものが現実らしく見えるだけではない。紛

れもない現実なのだ。一この点については命を賭けてもいい。……だ

が現実であると同時にそれは偽りでもある。…」「あなたたちのこの世

界は，一この点ではぼくの世界も同じだと思うのだが一夢とか幻影、と

かいった類いのものでしかないとはとても思えない。この世界は今の

この瞬問も実際にここに在ることをぼくは承知しているし，この世界

はまさしくあなたとぼくがこうして見ている通りのものだが，それで

一56一



いてやっぱり偽りなんです。偽りだと言うのは，こういうことなんで

すよ。この世界と並んで別の世界が存在し，その別の世界は真実なの

だけど，この世界は徹底的に偽りなのだ。……だから，真実と虚偽は

同じ事柄を別の言葉で言い表わしたものなのだという考えが，ふと心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）に浮かんだんですよ。」（rアルクトゥールスヘの旅』第14章より）

　ここには，ネルヴァルやダンテが提示する両世界の融和，もしくは，そ

の両世界を包摂する啓示的な世界は指し示されることなく対立するものと

して描かれているが，プラトン以来の真と偽の二重性何両世界的思考が文

学のモチーフとして息づいているのを我々は見てとることができる。

　古代に発っするこの両世界に対する二詩人の認識に関する詳細な比較研

究は今後とも興味深い問題となるであろう。

　以上概略的にネルヴァルとダンテの共通性を粗描してきたが，この詩論

全体も彼らを接近させる一っの試み，一つの簡単な見取り図に過ぎないと

いうことを最後に明記することで本論の結びとしたい。

9．　ApPendi鵬

『オーレリア』が『神曲』と類似する表現を列挙しておく。

D’immenses　cerc1es　se　tranζaient　dans　I’infini，comme1es　orbes

que　forme脆au　troub16e　par　la　chute　d七n　corps．（第1部第3章，

page．3工4）

　この箇所は，『神曲』天堂篇第3歌で，ピッカルダ＝ドナッティの霊が

消えていく情景と対応すると，M，L．Bel1eliは指摘している。

このように語ってから，彼女は“アヴェ画マリア”を歌い始め，しだ

いに歌っているうちに，重いものが深い水に沈むように消え失せた。

（天堂篇第3歌ユ2ユ～3）
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　『オーレリア』第5章で，原始の天上の一家に警えられる人々が幻影の

中に現われるが，このいくつかのイメージは，天堂界のものと良く似てい

るとM．L．Beue1iは指摘し，以下の例を挙げている。

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Ces　personnes　etaient　si　beI玉es，工eurs　traits　si　gracieux，et1’ec1at

　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

de1eur　ame　transparaissait　si　vivement　a　travers1eurs　formes
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
deIicates，qu’eHes　inspiraient　toutes　une　sorte　d’amour　sans　pre－

f6。。。。。。t。。。；d6．i。，．．．C鮎t。。mm．m．f．mill．p．imiti。。。t

l　l

ce1este，d－ont1es　yeux　souriants　cherchaient1es　miens　avec　une

　　　　　　　　　　　！　、dou㏄compassion＿Deja1eur　form二es　ravissantes　se　fondaient

　　　　　　　　　　　　　　　’en　vapeurs　confuses；ces　yeux　etincelants　se　perd－aient　dans　une

ombreoム1uisaitencoreledemier6c1airdusourire、、。、．、（第王部

第4章，page．371）

魂の様子に関する部分に焦点を置くならば，

歓喜に満ち溢れた魂の姿が，魂から発っする鮮かな光により浮かびで

た。（天堂篇第5歌，ユ07～8）

詩人に対する至福者たちの気くばりに関する部分で挙げると，

するとどうだろう，もう一つの光が私の方へ進んできて，私を喜ばせ

たいという願いを，その外部に輝きをもって表わした。（天堂篇第9歌

13～15）

　　　　　　きざはし
聖なる梯子の階段づたい，わたしがここまで降りてきたのは，ただひ

とえに，わたしをくるむ光と，わたしの言葉とを以て，あなたを喜び

迎えるためです。（天堂篇第21歌64～6）

魂の去りゆくさまについてみるならば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へだた
世にもすばやい閃光のように飛び去って，たちまち遠く距ると，みる
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　　　　　　　おぼろ
みるうちに影は騰にうすれていった。（天堂篇第7歌8～9）

（1）オーレリァは，二重の意味において失われる。一つは，オーレリァの

　死による肉体的な喪失であり，一つは，自己の分身《double》による霊

　的な喪失である。分身によるオーレリアの喪失は，霊における喪失を象

　徴的に物語るものであるが，ダンテと同様，『オーレリア』の主人公に

　は，これが正しく解せられず，むしろその霊的予告の意味とは逆の方向

　に進んでしまう。つまり，分身を敵とみなし，知によって神と対抗する

　のである。だが，オーレリアの口にのぼったイエスの名を思い出すこと

　によって，彼は次第に真実の道に目覚め始める。確かに目は幾度か誤っ

　た妄想の網にからめとられるが，しかし，そこには確実な前進が読み取

　られる。こうして，主人公は，二重の喪失を第2部において回復してゆ

　くことになる。詳しくは，“7．無名化の意味”によって，論じられるで

　あろう。

（2）ここで，霊的体験の書である『オーレリァ』がルクレティウスと奇妙に

　も結びつく。王9世紀という科学の世紀に生まれたネルヴァルは，科学で

　全世界を語り出すというルクレティウス的行為を断念し，ダンテ的霊的世

　界を客観的認識によって（それがどれだけ主観的であろうとも）あくま

　でも客観的実在として捉えようとする。いずれにせよ，世界を理解可能

　なものとして提出するという行為においては，ルクレティウスとダンテ㊥

　ネルヴァルは一つに結びつく。そしてネルヴァルは，その選択において

　ダンテ的認識を採択するのである。しかもダンテとは別な独自の視点を

　導入しながら，彼自身の世界を構築してゆく。

13〕ネルヴァル全集第3巻，P．106．注解26．F．Constansは，この《A＊

　＊＊》を同時にAur61ia，Adrienne，Art6misであろうかと注している。

14〕このシモーヌ画ヴェイユの言葉は，次のキルケゴールの言葉に翻訳し

　直すことができるだろう。「地上で実現されるべき期待などは，すべて

　打殺してしまわねばならない。そうしてこそ初めて人は，真の期待によっ

　て救われるのだ。」と。ヴェイユの不幸観固キルケゴールの絶望観が志向

　するものには同質のものがある。そして『オーレリア』の主人公は，彼
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　らと同じ歩みを共有していると言えるだろう。

（5）シモーヌ画ヴェイユ，ガ神を待ち望む』p．107．大木健訳，rはっ

　きりと意識されない愛の諸形態」より，春秋社，五978年。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とな
（6）ルカ福音書剃O章29節以下参照。“彼はイエスに言った。rでは，私の隣
　　ぴと
　り人とは誰のことですか。」イエスは答えて言った。ある人が，工’ルサレ

　ムからエリコに下ってゆく途中，強盗どもが彼を襲い，その着物をはぎ

　取り，傷を負わせ，半殺しにしたまま逃げ去った。するとたまたま，一

　人の祭司がその遣を下ってきたが，この人を見ると，向こう側を通って

　行った。同様に，レビ人もこの場所にさしかかったが，彼を見ると向こ

　う側を通って行った。…」”イエスは，この生気を失い血を流している無

　名の人，その傍を通っても，人々が気付いたことすらすぐに忘れてしま

　うような人を隣人と呼んでいる。

　　　　、（7）Cosl　la　madre　al　fig1io　p跡superba，

　　　　　　　　　　　　　　　1　　com’ella　parve　a　me；Perche　d’amaro，

　　・・n削・・p・・d・11早pi・t・d・ac・・b・。（Pu・．）αX79－81。）

（8）　Ond’eua，apPre§so　d一’un　pio　sospiro，

　　　　　　　　　、　　Ii　o㏄hi　drizzo　ver　me　con　quel　sembiante

　　che　madre　fa　sovra　figho　deliro，（Par．I．ユ00一ユ02．）

（9）　OpPresso・di　s施pore，alla　mia　g皿ida

　　㎜i　volsi，come　parvol　che　ricorre

　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　sempre　co1a早ove　piu　si　confida；

　　e　q1ユeua，come　madre　che　so㏄orre

　　subito　al　fig1io　pahdo　e　ane1o

　　con1a　sua　voce，che　’l　suol　ben　dispρrre，

　　mi　disse1（Par．XXII．ユー7）

ω　　Come　l’auge1工o，．．．

　　cosi　la　donna　mia　stava　eretta．（Par．XXIII．1－10）

｛l1）　e　Beatrice，sospirosa　e　pia，

　　queue　ascoltava，si　fatta　che　poco
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　p｛u　ana　croce　si　cambio　Mar卓（Par．XXXIIL4－6）

l12〕ネルヴァルは，オーレリアの変容と同じく，いわば神々をオーレリア

　化しようとしたと考えられる。オーレリァが個人的な名ではなく，最も
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　根源的なもの，象徴となっていくように，キリストももはやキリスト教

　界のキリストではなく，あらゆる時代，あらゆる人々によって与えられ

　た様々な名をもつ神々の中の普遍神と、してネルヴァルはキリストを捉え，

　すべての神々をキリストという魔術的な名前に比赦させると同時に，一挙

　にオーレリアとキリストのテーマを同一の次元に変換し，両者に同質の解

　答を与えたのではない虐ろうか。最終章に見るようにオーレリァが宇宙化

　され，被造物全体を指し示すように変容してゆく時，愛が普遍化されなが
　　　　　　　　ローカル
　らもキリストが局所的な位置に卒くまでもとどまるなら1ギ，オーレリア

　の変容は完全な意味を持たなくなるからである。愛が宇宙に遍く充溢す

　る時，キリストもまた時代的画。空間的限界を超えでなくてはならないで

　あろう。

l13〕例えば，地獄篇第ユ4歌52行などに見られるように，ダンテは，神をゼ

　ウスとして表現してみたりするなど，ギリシャ画ローマの神話画神々を

　よく作晶に使用している。

（14〕　Riguarda　omai　ne11a　faccia　chea　Cristo

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　’
　　piu　si　somiglia，che　la　sua　chiarezza

　　soIa　ti　puδdisporre　a　vedcr　Cristα（PaL　XXXII．85－87）

｛王5）　che　quantunque　io　avea　v｛sto　davante

　　di　tanta　ammirazion　non　mi　sospese，

　　n6mi　mostrらdi　Dio　tanto　sembiante；（PaL　XXXH．91－93）

（工6〕　La　prima　luce，che　tutta1a　raia，

　　per　tanti　modi　ir1essa　si　re㏄pe

　　quanti　son　li　sp｝endori　a　ch’i’s’apPaia．

　　　　　　　、　　Onde，pero　che　al1’atto　che　concepe

　　segue　l’affetto，d’amar　1a　dolcezza

　　diversamente　in　essa　ferve　e　tepe．

　　Vedi　l’ecce1so　omai　e　la　larghezza

　　dell’etterno　va－or，Poscia　che　tanti

　　specuh　fatti　s’ha　in　che　si　spezza，

　　　　　　　　　　　’　　mo　maΩendo　in　se　come　davanti．（Par．XXIX．136－145．）

　　　　　　　1　　　，117）　Non　perche　piu　ch’1ユn　semp王ice　sembiante

　　fosse　nel　viso　1ume　ch’io　mirava，一
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　　　1　　　　　，　　che　ta1e　sempre　q1ユal　s’era　davante；

　’’ma　per工a　vista’che　s’avva1orava

　　in　n工e　guardando，una　sola　parvenza，

　　mutandom’io，a　me　si　travag1iava一（Par．XXXHI．109－14。）

（18〕　L’anima　d】ogne　bruto’e　de玉玉e　piante

　　di　co王np1ession　potenziata　tira

　　lo　raggio　e’1moto（玉e11e　luci　sante；（Par．WI1ユ39一ユ41．）

　　　、｛19〕　cos1　1’inteuigenza　sua　bontate

　　muItiphcata　per1e　ste11e　spiega，

　　　　　　　1　　girandO　Se　SOVra　Sua1ユnitate．

　　　　、　　V辻tu　diversa　fa　diversa1ega

　　coI　prezioso　corpo　ch’e1la　avviva，

　　　　　　　　、　　ne1qua1e，S玉COme　Vita　in　VOi，Si　lega．

　　Per　la　natura1ieta　onde　deriva，

　　　　　、　　la　virtu　mista　per1o　corpo　Iuce’

　　come玉etizia　per　pupilla　viva．（Par．II．136－144．）

（鋤恐らくこうした思想は人間の最も古い原初的な思考の一つであると言

　えるだろう。これは，ユダヤ教のカバラにもヒンズーのヴユーダにも，仏

　教や道教にも含まれていたのであり，古代ギリシャでは，とりわけピュ

　タゴラス教団の中に，その典型が見い出される。’ここでこの詳細を論ず

　る紙数の余裕はないので，今はこの思想がすでに古典古代において一つ

　の体系としてまとめ上げられていたということを指摘するだけにとどめ

　ておこう。その代表的なものとして古代ローマの詩人マニリウスの手に

　なるrアストロノミコン』が挙げられる。彼の“科学詩”は，ルクレテイ

　ウスの影響の下に書かれた占星術的天文詩である。

｛21〕　“L’acqua”dis’io，“e’1suon　della　foresta

　　impugnan　dentro　a　me　nove1la　feda（Pur．XXVHI．85－6．）

（22）　…Le　cose　tutte　quante

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　hanno　ord．ine　tra　loro，e　questo　e　forma

　　che　l’miverso　a　Dio　fa　Isimigliante．（Par．I．103」105．）

　　　、（囲　e　S1tu充tO’I　miO　amOre　in　iui　Si　miSe，

　　　　　　　　　　　、　　che　Beatrice　ec1isso　nen’oblio．（Par．X．59～60．）
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　　　　　　　　　、（2④　　che，’nfino　a　h，non　fu　alcuna　cosa，

　　　　　　　　　　　　、　　che　mi1egasse　con　s1do1ci　vinci．

　　Forse1a　mia　paro1a　par　tropPo　osa

　　posponendo　i玉　piacer　de玉Ii　occhi　be玉1i

　　ne’q1ユai　mirando　mio　disio　ha　posa；（Par．XIV．ユ28－132、）

（25〕チェーホフ『退屈な話』より。

㈱　E．Moore，8肋励θ8タ〃Dα〃g，First　series，Oxford，工969．

　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（刎　H．Bergson，Eκ〃o〃3　加　ム肌7θoθωθo　oo刎舳θ〃o〃θ，θ肋∂θ8

　　　　　　　1　θオ〃o玄θ8，“Melanges”，ユ972．Paris．

128）ドストエフスキー著，『おかしな人問の夢』P．124，『作家の日記』

　（下），河出書房新杜，昭和53年。

（29）この分類法は，コリン＝ウィルソンの提起を基にして考察した。『不

　思議な天才』一デイヴィット画リンゼイ論参照，『懸かれた女』サンリ

　オS　F文庫収録。

（30〕D．リンゼイ著，『アルクトゥールスヘの旅』P．249～250，．中村保男画

　中村正明訳，サンリオS　F文庫，ユ980年。
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